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(1)　点 P は辺 AB を 2：1 に内分するから
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　ひし形の向かい合う辺は平行で長さが等しいから

　　　　　OC=AB

　よって　　OC=b-a
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　OA=AB，4AOB=60, であるから，三角形 OAB は正三角形である。

　すなわち　　OB= b =1

　よって　　a･b= a b cos4AOB =1%1%cos60,=
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　 OP )0 であるから　　 OP = U コ7
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　 OQ )0 であるから　　 OQ = U シス21
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　三角形 OPQ は 4POQ=90, の直角三角形であるから，その面積 1S  は
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(2)　点 R は辺 BC を 1：3 に内分するから
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　また，OT=01 1-s OP+sOQ より
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　a'0，b'0，aTb であるから，①，② より　　-
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　これを解くと　　r=
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OR　　　　ゆえに　　OT：TR=7：2
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　三角形 PRT，三角形 OPT の面積をそれぞれ 2S ， 3S  とする。

　PQ：PT=3：1 より　　 1S ： 3S =3：1

　OT：TR=7：2 より　　 3S ： 2S =7：2

　よって　　 2S =
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　ゆえに　　 1S ： 2S =ヘホ21：2


